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新中長期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024 年度から 2030 年度までの７か年を対象とする新中長期経営計画「Road to 100th 

anniversary～飛躍への挑戦～」を策定しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 2024年度を最終年度とする現中期経営計画「Challenge for the future」では、建設資材価格の高騰

もあり収益性の面で課題を残したものの、財務健全性の目途がたち、全社で一貫したナレッジを活用でき

る自社独自のDXシステムの開発や土木２社のM&Aをするなど、今後の成長に向けたチャレンジングな取

り組みも進めることができております。 

 今回の新中長期経営計画は、東証プライム上場維持の必達やPBR１倍超えの必要性の高まり等を踏まえ、

より中長期目線での抜本的な変革を実現すべく、現中計期間の終了を待たずに、新たに策定致しました。 

 競争からの脱却に向けた「建築事業の強靭化」、積極投資・攻めの経営による土木や不動産を中心とし

た「高収益ポートフォリオの拡充」、これまでの基盤の刷新による「経営基盤の次世代化」という３つの

挑戦による抜本的変革を実現し、創業100周年に向けて、プライム上場企業として飛躍的な成長を実現し

ます。計画最終年度では、営業利益 50 億円以上（営業利益率 5.0％以上）、PBR１倍以上を目指していき

ます。 

 また、株主還元方針については、従来は配当性向 50％以上としてきましたが、株主の皆様への積極的

かつ安定的な還元をすべく、総還元性向50％以上かつDOE4.0％以上を新たな方針とし株主の皆様への還

元を引き続き進めてまいります。 

 社会課題については、当社が取り組むべきマテリアリティを設定しており、事業活動を通じた解決を進

めてまいります。  

 全社一丸となって本計画に取り組んでまいりますので、今後とも一層のご支援、ご理解を賜りますよ

う、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

以 上 
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社長メッセージ

今回、大末建設は2030年を見据え、新たな中長期経営計画となる「Road to 100th

anniversary ～飛躍への挑戦～」を策定いたしました。
2037年に迎える創業100周年に向けて、「建築事業の強靭化」 「高収益ポートフォリオの

拡充」 「経営基盤の次世代化」 という3つの挑戦を通じて、収益性の改善・企業価値の向上を
実現し、プライム上場企業として大きな飛躍を遂げるという思いを込めております。

当社は長らくマンション建築を中心に着実に施工実績を積み重ね、近年では自己資本比率
改善等の財務基盤強化に努めてまいりました。直近では、財務健全化に一定の目途が立ったこと
から、土木2社のM&Aをはじめ、徐々に攻めの経営への転換を図り始めております。

一方で、急激な原材料費の高騰などに伴う収益性の悪化や、直近に控えるプライム上場
維持基準達成に向けた取組、またPBR1倍割れへの改善要請など、当社を取り巻く事業環境は
大きく変化しており、当社が十分に対応しきれていない取組も存在しております。

現行の中期経営計画である「Challenges for the future」は、期中で2か年延長を行った
こともあり、そうした環境変化とのずれが生じてきておりました。今回改めて新たな経営計画を策定
するとともに、従前3か年計画が基本であった経営計画のスパンを、2030年に向けた中長期計画
とすることで、より長期目線にもとづいた野心的かつ連続性のある計画としております。

今後、大末建設は、本計画に則り、さらなる飛躍に向けて企業価値の最大化にまい進して
まいります。
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大末建設のビジョン

「建設のプロフェッショナルパートナー」として、

お客様の
企業価値向上に貢献

PBR1倍超の達成による

プライム上場企業に
ふさわしい企業価値の実現

安心と喜びあふれる空間を創造する会社へ
お客さまの想いに寄り添い、人と地球にやさしい社会を実現

安心・信頼・上質
の建設サービス

建物のライフサイクル
すべてに対する

ワンストップ支援

豊富な実績をベースに
ノウハウをフル活用した

技術／現場力

豊富な知見と経験のみならず
情熱と行動力を併せ持つ

人間力

不動産も活用した
顧客のニーズに応える

提案力



新中長期経営計画
Road to 100th anniversary

～飛躍への挑戦～
の概要
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これまでの取組状況

当初掲げた事業・資本戦略は一歩ずつ着実に遂行し、盤石な財務基盤を構築。
一方で、足元資材高騰の影響もあり、収益面には課題が残る状況

*1：東証改革を踏まえ、2021年11月に23/3期までの現中期経営計画を25/3期までに延長

DAISUÉ SINKA 2020
18/3期～20/3期

Challenges for the future
21/3期～25/3期*1

139億円 164億円 176億円 191億円 206億円 215億円

純資産

36% 38%

43%
47%

42%

47%
自己資本比率

各中計策定当初に掲げた
アクションは着実に実行。
土木2社のグループ化等、
チャレンジングな取組も実施

自己資本比率が改善し、
一定財務健全化の目途が
立った状況。成長に向けた
積極投資への土台が整う

売上高は順調に増加するも、
建設資材高騰の影響もあり、

収益面は課題

アクション

財務面

収益面

4.9%
6.0%

4.2% 3.9% 3.9%
2.6%

営業利益率

 大型の投資は抑制し、財務健全性を
向上

 マンション建築における大手デベロッ
パーとの関係強化

 リニューアルにおける顧客基盤の拡大、
等

 全社で一貫したナレッジを活用できる
DXシステムを開発、初期運用開始

 超高層、超大型案件への進出も開始
 ZEB、ZEH、木造などゼロエネ関連技

術開発に取組
 土木2社グループ化等新規事業推進

529億円
649億円 652億円 565億円

696億円 718億円

26億円 39億円 28億円 22億円 27億円 19億円

売上高 営業利益

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期
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当社を取り巻く経営環境・今後の見通し

建設業界は生き残り競争が激化。デジタル化やサステナビリティ対応なども急務となっている。
さらに資本市場からは、企業価値向上に向けた取組の加速が求められている

6

建設市場

デジタル化

サステナビリティ

• 就労人口の減少と担い手の高齢化が深刻化
• 市場規模の漸減による競争激化、業界再編の圧力も高まる
• 物価上昇や景気変動が強く影響

• 生産性向上に向けたDXが急速に進展
• データの有効活用による高付加価値化が差別化要素になり得る

• 脱炭素などの環境課題への取組が世界的に加速
• ウェルビーイングなどの社会課題への取組も進み、”CSR”としての取組から一歩進み、事

業活動を通じた貢献が求められ、非財務指標の開示も義務化

資本市場
からの要請

• コーポレートガバナンスコードの改定に伴い、資本効率の改善を通じた企業価値向上が
さらに重要に

• PBR1倍割れ企業に対する改善要請も高まる

人材確保、競争優位性確立、景気変動に強い基盤構築がより一層重要に

デジタル化・データ活用が企業の競争力に直結する時代に

環境・社会課題を事業として解決していく時代に

経営改革による企業価値向上の加速が求められている
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18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期 30/3期 31/3期 38/3期

新中長期経営計画の位置づけ

プライム上場維持の必達やPBR1倍超えの必要性の高まり等を踏まえ、
より中長期目線での抜本的な変革を実現すべく、新たに2030年に向けた中長期経営計画を策定

*グラフは営業利益額のイメージを記載

・・・・・

プライム上場
維持基準達成

大末建設
創業100周年

前中計
DAISUÉ SINKA 2020

現中計
Challenges for the future

2030年ビジョン

新中長期経営計画
Road to 100th anniversary 

～飛躍への挑戦～

プライム上場維持必達を踏まえ更新

企業価値向上
具現化し取込

経営基盤の強化
財務面の信頼確立

持続的な企業価値向上の追求

PBR1倍
以上達成
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新中長期経営計画のコンセプト
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“Road to 100th Anniversary ~飛躍への挑戦~”
3つの挑戦による抜本的変革を通じて、創業100周年に向けて、

プライム上場企業として飛躍的な成長を実現します

競争からの脱却に向けた

“建築事業の強靭化”

積極投資・攻めの経営による

“高収益ポートフォリオの拡充 “

これまでの基盤を刷新し

“経営基盤の次世代化”

これまでは強みであるマンションを中心と
した事業を展開。今後はマンション領域
での強みを磨き収益性をさらに高めつ
つ、一般建築領域でも重点領域の専
門性を高め大末ブランドを確立していく
ことで、特命化の推進・収益性の改善
を目指します

これまでは投資を抑え、財務健全性を
重視する経営を推進。今後は、土木や
不動産、社会貢献関連事業に取り組
むことで事業ポートフォリオを拡大し、
景気変動の影響を受けにくい安定・
高収益な事業基盤を構築します

左記の飛躍的な成長を支えるべく、
人材基盤のさらなる強化・拡充、組織
体制の高度化、生産性向上に向けた
DXの推進、オペレーション改革に取り
組み、経営基盤の次世代化を推進
します
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3つの挑戦と10個の重点施策

9

3つの挑戦を通じて、“飛躍的な成長”を実現します

建築事業の強靭化
高収益ポートフォリオの

拡充
経営基盤の次世代化

標準化推進による
マンション建築の更なる高度化

差別化領域獲得による
一般建築での特命化の推進

需要が拡大する
再生建築への注力

土木市場への再参入

不動産開発・再生市場への
本格参入

社会課題解決に向けた
新規事業の創出

DXを通じた生産性向上
・若手への技術伝承

オペレーション改革による
業務の高度化

ノウハウを蓄積・活用しやすい
組織体制への変革

多様な人材が生き生きと
活躍できる人材基盤の構築


